
３．開発校区の成果

（１）気軽に対話できる教職員関係の構築
①まずは連絡・互いにひらく
・「いつでも来てください」と学校・園所をひらく
・日常の散歩や現教の授業・保育等、いろいろな方法
でお互いに良いタイミングで連携

②ちょこっと交流・ちょこっと参観
・互いの施設を“ちょこっと” 訪れる
・親しみをもつ
・遊びや学習の内容を知る



③管理職間の連携
・定期的な情報交換、気軽に相談
・教職員間で連絡、協働できる関係
④校区で共に育てたい子どもの姿を共有
・子どもの姿を真ん中に対話
・「校区の子どもを共に育てていこう」
という意識

３．開発校区の成果

（１）気軽に対話できる教職員関係の構築



３．開発校区の成果

①「子どもの学び✿トークシート」等の活用
・共通のシートで安心して意見を伝える。
・子どもの姿を中心に対話する。
・学びを可視化し共有する。
・遊びの中の学びを言語化し
共通理解する。

（２）子どもの学びの共有と分析
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３．開発校区の成果

②互恵性のある交流
【子ども】
・安心して主体的に取り組む。
・相手に親しみをもち、相手の
気持ちを想像しながら関わる。

・自分の思いや考えを表現する。
・満足感や達成感等を味わう等、
より豊かな学びを得る。

（２）子どもの学びの共有と分析



３．開発校区の成果

③互恵性のある交流
【教職員・保育・授業】
・幼児、小学生それぞれに学びが
得られる内容を共に考える。

・幼児と小学生それぞれの実態や、
互いの教育・保育内容を知る。

・「子どもの学び」を共有する。

子ども理解、保育・授業の質の向上

（２）子どもの学びの共有と分析

」



３．開発校区の成果

③互恵性のある交流

【保護者】
・学校・園所から交流活動の
様子や子どもの学びを保護
者に伝える。

・保護者が安心し、学校・園
所への信頼や理解、参画を
得る。

（２）子どもの学びの共有と分析



３．開発校区の成果 （R6.11月実施アンケート調査より）

✤気軽に子どもを真ん中に対話できる関係
✤主体性、学びの連続性を意識した保育・授業改善

I架 コのカリキュラムの効果lロロ
校区（碑人） （令和 6年 111月アンケート調査）
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■小学校就学前施設の教職員
・０歳児からの経験の積み重ねのうえに５歳児の学びが
あり、小学校の学びにつながっていくことを意識す
るようになった。

・小学校以降の学びを見通して、目の前の子どもの
学びに必要な支援や環境について考え、指導計画を
見直すようになった。

・子どもの主体性を意識しながら環境を考えたり、子
どもたちに関わったりするようになった。

子どもへの関わりや指導方法の変化
３．開発校区の成果 （R6.11月実施アンケート調査より）



■小学校の教職員
・こちらから指示を出すよりも、児童に「どうしたらい
いと思う？」と、子どもが主体的に思考し、行動で
きるような問いを意識するようになった。

・幼児期の学びが分断されず、更に伸びるようなカリ
キュラム編成をしたい。

・一人一人の子どもがどう学ぶかに視点を移し、授業
等を進めるようになった。

子どもへの関わりや指導方法の変化
３．開発校区の成果 （R6.11月実施アンケート調査より）



３．開発校区の成果

校区の子どもを共に育てる
架け橋期のカリキュラム

作って終わり
でない

教職員が対話し
協働して改善

校区で共有した
子どもの学び

（３）連携校区の実態に即した架け橋期のカリキュラムの充実・改善

学びの連続性
生活科を中心とした
架け橋期のポイント
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【Ａ校区】
◇子どもの言葉を入れて、
子どもの心情や姿を共
有できるようにした。

◇複数の小学校就学前施
設間で、子どもにとっ
てふさわしい経験につ
いて共通理解したうえ
でカリキュラムに反映
させた。 等

３．開発校区の成果

各校区の「架け橋期のカリキュラム」の改善のポイント

令和 6年度 A校区

<A朽苛ーマ＞

『自分で考えで預し、まあるい心で

自分や友達を大切こできる子ども 』
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【B校区】
◇交流活動と日々の教育
・保育との関連性が分
かるようなレイアウト
を工夫し、校区独自の
欄を設けた。

◇0歳～15歳までの学び
を考えたカリキュラム
へ改善していく。

等

３．開発校区の成果

各校区の「架け橋期のカリキュラム」の改善のポイント

令和 6年度 B校区 架げ撫期のカリキュラム
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日 ，r"'7逗駈ウスのお配→0ゴ良合ぢ駆屯験を出a研屯孵こ口心江認ぷ人粗手滋託疇，、両a頚紐℃砧うこす五 ［ 一 幼兄敏育が認たな炉茫奪にた活動を大切ユて、禰雄如 酬胃訊生活班慎こロぺ祥給り畏漣的指導を行う． ： 

陰 ：渾 r』和函函瞑逗滋見力口四碩を泣工様々な叩虚鯰⇔砧戸セー平0呻紅夫すら ＇：『佑旧瓢u九心ームなど心ま心を出量夏患し`こ好きな志が四る居嗚和ロク ュでき吐うこする， ＇ 

o ；心 0 日々の食事やわ占ング志底知、食ベユベ”曰知．釦当鰤租切経験繹して｀自己枷醗もったl翻店て迦す :;r-阜刃こ皐績を始ぬ 翠ん紐比食事がてきる呵醗畔すら！ ：すめa傘心砧うこすと ＇：「砕臼壇J土函B々 破 辛臼＜冗迂逗記を患しや玲に心頑ちをもて迂たすら ： 

; rむ心匁』元汲B紀止戊如人ベア紐漢年齢四註叙）、グルーブ活璽クラス活戴団し切活舅苓様々なしの触h紅判剛珠慕 ：；o遊び中心力亡＝習中心だヒ呑ぺ 遺応こスヽ て、時期を捻土て逗込出立のある生活が迭れるようこすふ
して、“の信綱窪鯰自匹諏睛口を育んaサ砧＂こすへ · : 『松さつn疇“釦”が事編•片印9綸食”鴫＂麟方•譴方•拿切虚
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［就学前］ ［戟学前←小学校合向］

ド人クスや手で卜交滋での子ども違の姿やねらし吃伝えj社学こ内サて綽びなヽ る力や蝶 5 象児の生活や遥びの様子を•J 9 ・ ・ふ員が参饒一 干ども54如育ちゃ＃びt｀ 口壌L1 年生の生呑こ

題を唸認する， つなぐ．

纏 3 点して、子ともの育ちや司学前の不安について保護者と共有す.. 1 -.＆の懇訣で育ちや諜騒を霞込し 見過しを持って生活できるようこす込

［小 学 校 ］

スタ→、力舛ュラ1,Jこコヽては五•“’`‘瓜全む鸞員や保護者にそ〇憲襲こ今じえ共肴する，
祠予定や拉紅令双紆 ぶれば

児重の困頃芸保護者と共有しで叶~るよう、 日頃から-しよ4築も

匹 9r元 9



【C校区】
◇見直しのポイントを持
ち寄り、なるべく大勢
の教職員が顔を合わせ
て話し合いながら共有
していくことを大切に
した。

◇見直す際の根拠となる
事例を添付する。

等

３．開発校区の成果

各校区の「架け橋期のカリキュラム」の改善のポイント

令和 6年度 C校区 架け橘期のカリキュラム 〇こども阿•OOl年校

<:#Uこ芦『てたい子セ：もの考＞

『安定し1蝉ちで前句き1⇒却したり、人と関
わったりすることができる子ども 』

子どもの実態 (0 )と育てたい力 （◎）

こ◇周囲二気が逸れやすいこともあるが、友達や保育者が支えてくれることで． 国生活に見返しをもち、日分から取り粗んてかる。

◇様々な方法で友達に患いを伝えながら遊ぶ中で、 い夕ヽ ろな友達のよさや自分の持ち峠に気付き始めている．

〇友逹埠我ロ二り協力Lた頃Jょがら、 生活や遊びを進めてい<.
小：◇学習や生、活二異味をもつて意欲四二取LJfflむが、 時間割幸l二合わせて、気持ちや行勤を切り替えること二課題が見られる．

c学習や生活に自分なL)qJ問いをもつことや．敏職頁や友達異学年の友達などとよりよい人間関保を築くことができる。 匿璽＇
冥角

藷

此

＿

子

ど

も

8

学

び

［学びの芽生え直びの中 での学び）］

s...只2 90月"月t2月 1月 2 月

〇互いの持ち昧を認め合いながら、 自分の力を発揮し 友達と遊びを展開していく．

〇就学への期待をもちj且政的に遊びや生活を進めていこうとする。

3 月

」 芦臼三笠こ：詞 ：モ=は霊宮幻芯

ち．自分で考えて行動する． 0小学校生志二関心をもち、期待感を膨らませる．

ま［芦言互三二lぱ言ここ更：：ロ
＜運戴会＞ ――-----...---―ー く生活兌碑>.......... 《保育参霰》ー．．．．．．． ＜お別れ会お別れ還足＞
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.... .. 
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女その飽 圏外 育磯喝辺神社道0渇もな応石萬当薔甜四み聞かせATなど

【自覚的な学び く教科等の学習を通した学び）】

｀年生 4 月 5 月 e月 7 月

!0学びを楽U江とができる力． （学習l二興味をもって取り組む．自分なりの問いをもつこと自分ができな八ことも楽Lめる．）
！〇よりよい人間閤I荼を築く力,(),.(J)話を閉＜．相手の気拷ちを考える,自',j(J)思いを伝える．新は 環ヽ哀でも自己発揮できる．）

0時間割を含めた生活の流れが分かり 次`の行覧を
た 1考えて準備するなど、見通Lをもって行勤する．

〇＝級集団の中で、 目的に向かい 自分の力を発

」 しなb叫匹ゃ年呻忘かかわりを；；；して協 ，
力して生活したりご＃びあったりする．

___ | +ともがアイデアも出す濃芸宅曇< I--
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0日ら進んで運置に親しんだり、 休み時間等に他の子
つ lどもと一緬二楽し遠にしたりする。また食育の推進
を過して望ましい食習信を釦二つける．

場面や状況9こ印心て考える攣会配多く顕定
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tc 自知 釦応閏“痣知ぅ汎ヽ ぶ血＝竺、幻四がって行えるよ注声即を命， ：i I t= ◇身の回）の整湮整頓ができている児童を杯餐ロ ' : ― ,9-叩--四一t---—でt9---だ---――＿ー、口◇時間が守れ砕ったり｀記塁匹ができていなかった叩四り二吼て、イラス澤を活用しな玲助訂る． ： 
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言 歪 Jm如如ー玉，，，，，…知t--辛せ℃寸祉 うこする． ’| ＊栽培活鯰ど匹的⇔習の機会を増やすとと紅 ICTを活用し 視`寛呻の充索図り午 びやすい環裳を啜 ．
か 逸鷹年、血四均 ヰ 蕊 炸翠紐疇年とt< : i E]◇日ら問いをもったり、床知与法を考えた，JLている児童や｀這の話を閉き、日如考えを深わている児釦 澤 黄する．
子吠榊や釈慮ば玉西こ分哀勾ユ、さらなる雹函亨和 ，＇ ◇主体的に＊習に取り粗めていない児愛二対して 個`別に芦をかけたり` 友達と教え合いながら政LJIIIむよう指示したけする．

• ◇,J"I!校見学や小学生已ど硯鮭毛即t戎垣巴 呻活用土ニヴことで、小学校を身写就＝一ませられるよう：！ し---------------------------------------------------------------
＇ にす"- ;I ,----,-------------,-.-.--,-------_--------------------------------
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詈 ：二は芯三＝こ二笠年迄 ここ： ・:：王王デ：デ:! :-- ー玉 ぶ 一年五血、ー五函らふ 沿を匹ふ砂よー… … 五 ふ：玉 五 ―_:_ー：
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，◇身匹這呪這如配や皿玉四螂匹 めamする． ：i 9 ◇食べ細蜘こついて知り、苦手なものでも食べる量を日分で謁整して、 少しずつ食べられるようこする． ： 
------・-------・----------・------------------・----・----------------- ------------------・--------・-----------------------------------

亡己主三戸：戸□三ロニニごてさるよ］旨＝ロニ：：日



【D校区】
◇共に育てたい子どもの
姿を具体的に伝え合い
共有した。

◇架け橋期の学びをつな
ぐためにカリキュラム
の期間を２年間に延ば
した。

等

３．開発校区の成果

各校区の「架け橋期のカリキュラム」の改善のポイント

令和6年度 D校区 架け橋期のカリキュラム 子どもの実態と育てたい力 OOJq'校•CO酌硼•C•C
5姦児
，土に言9たな9J蟻隕印'""では●分¢．いや含え碑しやすく、属りからそ祀ぬられることが多い．
，砥い襲雙滋動f、ば置重に9ょろ紙慣如り稟しさ泊つかったりすろと績旧”'A均氾C<:#Uこ預たいヨベ委＞

王依的こ遊びや活動こ取リ維み、まあるい心で

あだちと学ぶ子ども

，当魯洒〇ゃ9ルーヵ訊 9うス全体＂’百甕・ 分たちで遍めようとしたり 兒遍しをもって行鸞しようとしたりしてい入そのPで、：：：いに巴ぃがヨぇeぃ
あし合ったり、饂力し合9たりしていな ロ1年生
，囀る＜界遷［で●分夕戌して紐までCり氾もうと.LC̀ 99苫力す入
たくさんの9うスメイト呻で、景しいM霜廉乙をつくるためのコさユニケーションカを言改すへと萎がある．
大 岬て●仝のきい付霰いを侵先し＂らとなろたぬ帷卒のことを＝え 、包いやることや●分¢患いや念えを伝える力を紳I9すと塁訪↑・入

大み畜99ょどについて言人湿が大芝い．

真’’
5歳 ［学びの芽生え遥びの中での学び）】 1年生 【自覚的な学び （教科等の学習を通した学び）】

4 月 9月 9月

叩ロニ：霊ご；；ご：ば累こだ活勤を恥ていくことを～・

3 月： 4 月

！・なかまとともl項んでとび、深く考える

l・なかまとともlゴ困従礼＼自信をもって取り退む

l・なかまとともlゴ滋よく迫び．，凶れ菜える

1 退任や友だちと仲良くなれる，

2 授葉q浬溶ち舌いて取り姐むことができる

3 授薬0:,●lこ翠しさ琵：することができな

4 活'"'信をもって苓加できる

0 月

5 遥枷駒這具滋L＼方澤びのきまりおDり．応翫茂楽しむ

巳円9限四四分たち汎ヨ営的1:;，llllできる距斤⑤況料室・音ギ室・図書室

9月 3 9月

7 生活の中で埴面や相手にあった言某加寛える

e 授某C砕lこ友と数え合ったり1ぶ力したりできる
9 上手'"ぷ長しt;!fi呈をモデルにしで其似ることができる◆

1 0 陵業ctll:1'分て 訊`したり．考えて活勃したりできる

1 1 99碑や烏りの Î と描なと楼g,1も色んc'I,う．［詈三皐言：：x
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【E校区】
◇交流や行事、遊びや生
活科等の内容について、
学びの連続性を意識し
て見直した。

◇次年度の担任にとって
も分かりやすく活用で
きるカリキュラムへ改
善していく。

等

３．開発校区の成果

各校区の「架け橋期のカリキュラム」の改善のポイント

令和6年度 E校区 架［ナ橋期のカリキュラム 子＿どもの実態と育てf＝いブコ E 保商祈• E ガ帷岡 • E 4年

＜一虹たい…0李＞ 叩, 1:笠誓~I~品芯芦ぷ品ふ塁~;霜．ろま賢唸塩霊し芯匹ぢ忠製品りにOOわる姿か多々
『 いろいろな人と間わり、自ら考え ◇I!触したことや用意されたこと、伝えられたことには安心感をもって敗り組むが、試行鎌活する場面や諜題に直面し煎決案を考える時に、他人（壬ゼ

にしたり孵決しないままその場から蘊れたりする姿もある．

i面しようとするたくましい子とも』 疇- 、 1ヽ芯雰：に関芸悶ば芯悶猛ぷ：汀忍t：は公'm認悶雰ごば竺は芯悶魯言はな~:るようにしたい．
保・め・小ともに： ＠自尊さ情と自己コントロール99カ（主に柔歎性） ・自ら気付き．遷え．（テ勃する力（主に適応99カ） 軍

翼’’
【学びの芽生え直生びの中での学び）】 ［自覚的な学び く敦科等の学習を逼した学び）J

5....リt90月 I "月 `2月 9 月 2 月 3 月 ： 9年生 4 月 5 月 0 月 7 月 0 月 0 月 10月"月

gb 亨勧函布か沢翠史1邸して潟加慕
認 さや恋蒻杷和う。

虞
③絆ぺ湧胴をもぅて、惹細勺こ笠和汲影を追り

ていこうとする

●1日や1退惜切生滋こ見通しをもち、自分で考えて

行動しようとする。
●,j洋布生活について知り、期涛窓を！ビらませる。
● 舌の疇切よさ刺発唸志付き、t租治い

燐も繍姦劾む＿汀いこうとする

＜道勒会＞ ——---------------—ー ＜生活発表＞ ——------冨---------- <i修了式・就学する子どもを送る会＞

： 叩ー・虹っこ＞ ．．．．． ．． ＜毘翫び•9頭跛び＞ —-―- ＜ドッジた）し・サッカ-> · · · · ＜台）ン＞ • • • - • •- • - •ヤ
記 9 く糾乍＞ —――................ ＜編み物＞ ――----—ー・ ＜郵（東心＞ ー ．．．ー ● ●—•• --- ... .. .... ... . .

な く秋祭り＞ ーーー・＜ふるとまつり＞ ．．． くおまつ（お店江‘っこ＞ —-一 ．．．． ． ＜伝承あそび＞ （地絞芯歪） 一 •• - •- - • •- • •
忘 く当番滋力：匁彫q頷退搬、園内酎ぬど＞ ――-- ......... ..--- .......- -----. . . .... ..----- -...... ---•
勁

＜保・幼お散歩＞ —雪 ＜i呆幼j羹点会＞（秋のおもちゃまつり） ー-----..＜入学飩亭会＞ · · •·· ·.. .... .. ... .... ... .

i or1学 1日の硫れを知り、生活習隅やきまりを知り、楽しく生活する意器をもっ
9 C 苫芋』と厨哺Bこけじ如9ナ、学痴）しー）じを守りな 学校生滋こ親しむ。
, 0 必々唸埠・自然這＇i鴻釈園り、自己を思取なヵも自立～刀墨詫蓑う。

学校生湿こ1碧翠さ四ゎぅ0 ●鯰如恋 雑ヽ飢ヽをもっ祠厄 劃 蜘忠む包が加、力も国府る。
●杢甜箕生活習I配浅に伸する。 ●学習規f競浅に付け、元冠こ活動す ●滋揺沐ゴ襄加税Rel!灼維な話し合いな
これまでの鑓検を生かし、これからの る がら活動する。

風をもって細嫁に生話する0 .安斜こ気を紐沢↑湧力し、外速応 惑芍りg覗力を翔n心がら学ぶ
退こ取り稚む。

雷
門 国四
写~[ 自永哄泊効せよう CE)

秋のおもちゃ祭り
（（裂Jv:;&荒会）

l| 1股と（中良くなろう（鉛 I 

六 ＊亙の恩、や考えi芍付き、自分たちで速~ :- ~函舌泳急や涌』を意苺汲行新返るように頁呑り、 ー！函を： ！ 只守ぷィームや曲とを丘甑甘升庇ぎるーよう白袖面じt逸― 板伍榛祝五酌函気而を知る両薗を［姦誌b―ずぷ）に― :
環 荻いけるように、子どもたち同士で考氾とり栢 ： エ茫ず入 ：！， ルやマがそ守っての行動を究凰、潟加辻切充英することを実きでき琴うにする。 ＇ 
拿 罠たりできる1詣会を設ける。迂、目的を井有 ， ，l, ◇安全で健蕪逍きご対こめ請請淀知らも登百玲日々碑活儲食・トイレ・｛珈躙）に生かす態終育て＆ ， ~I bそれ芍碑螂互いに輝し合っ噂灰 ：紆どもたち虚活⑮肋なが六いくように園・所外保育を ：iぅ玉蓋百蒻扇加詞危蕊冠 、ー一玩正百匡紅 ―9--- - ---- ----・- - - - - - 9- --- - - - - - - ----- ---・- -

珊 きるような環競・琺す＆ ＇ 甜酷釈靱り入れみまた、克歴レー以吟痴釈のマ— 9 l
戌 ： を守る丸刀さやその堺こ応じた田加とれるように子どもた ：i， "‘、自ら噴沢き琴うにする。 ＇：―妃説念をも一杖通ぷ祠臼返ぶとー関紡涵浴玉面：ター詰面命和 ，ー◇頑と双渚わせ、謡甜麒しなか5→者塩動 ： ちと→紅定なこっ てヽ考える1撃をも入 ＇i'＊スタートが）キュラムを細したり戌斡認 ，、宍灼躙されるように学溢甜墜用意ずる。 ： 
... する楽しさや翠動目瞑準成ずる蛮灼加 ： ：；＇ 毎日やり取帆したかすることで、f臨細姦動 ：： ー 謬ように、お垂と鵬りやれ場づくりをした べ礎園こ過ご対こぬ枡刊泥知り、そ③允刀さや必要1終・3釦し ：i' 西苓や百郊咳l陀f翠、宗認〇郭乾図＆ ，：◇自f位よさを悶硫いなお、1顔廂ぬ学溢功而きるように働きかけ ，
＇ り、子ど細却涼庄命磁屯よう口諏 ： て自ら守ろうとする見嘩を育てみ ＇i'＊廊珂罪祠短環凍渥I蕊訊ヽ、安心した中 ，＇ ＆ 
環 たりす込 ＇ ハ： で自分から＇お配過こす生活を作れるよう ：：◇話を学勘虻取り入松自分やおき地敬いなど～祖即森豆

助 心j学校との零や、瞑籾勁f呆雨Ii•こども園·瑚謳切友 ： i ' にすら ： ： ぎ沼環れ貼うに珀がち。
：―元筵五印祇泣函如揺ぷ汎―名：：：どを ：＇ 退逗吋忍卑を通して、影とり間、たり、親口文を蕊た ＇’, ・知知躙こ便える追勘靡匿 '"・------------・------------------・-------

： 麟這を設法り、スモールステ心逗成 ：： りする等『応諏沢期秘醗屈＜よう虚わ込 ：9 , • 碑切自由コ→葺俵 ： ：如面科と面砺函返函誼筒函董が面藝耐函函 ：

： 言亨認霊忠嘔霊隣‘る｀｀年正ふ 正｀ ｀` そ五 ¢` ,；： 田細癖 ：： i蒐蝉子う0 (jffi炉疇等）
：◇自分設）の満祀配漣癖を感じることができ ：、 む＿た沢でき琴うな瘍っぴ）をする。また、周加の1郎配 ：i： 汀9こ塁塁昇ぢ：霜盟；ご；g旦‘ : : ◊(OO々の遭滋預翌諏エば、遁隧楽しむ玲上毛こなるた初 ：
： るように、 1諏ぱうとする畔お遷芸知 ：： 自ら認くように瞑かm・いく。 ：i, うにする ：、 塔疇露もち、逼Bこ取り維琺ようにする。 ＇ 

： 茫喜：認悶旦芸嘉ば翌品詮::◇頑と鴻彫りの西、自効知発を9血 、恥凜麟 ：i：←人一人磯じたことや芯やきを頑こし ':0即疇寿写合 てヽ、 1醸廊に話し令砂練習し合法：り ：
， する ＇ ， うことで、生甜泣り登汎こなっな＜暉を釦六国忍： ，l 燐碑訳学習を厨＇することで、児翻恩 ：： できるようにしながら、おと共こ直淀氣め琴うにする。 ： 

＇ 、 うな褐祖的ていく。 ：,, 籾 ・袈彫だ翔釈き琴う、虹討ち。 ， し —- -----------• --------------・一---・-------
"-----------------・----------'・-----------------------------------

埓1| cえ学前］
亨

［元ふ→う．＂9』・ 9Jヽ芍呻回］ [9Jこ羊校］

醗よりや逓釣貶通して学校屯がてくるものや予定をお知らせし、児童がスムースに学校幸を達認ようにする。
意玲砥謝による訂訟遵遺て、疇蜘を深ぬ児童辺演揖こ笠吋。:1・醗疇臥竿望を選、て子ども⑬粁や譴f翠、子訳 I・（鋤j翠鋲の子どもたち叩野を諏.Co

;.,.1 (JJ固沢就学こ向げてのオ安洞おぐようにずる。
蓮... 

学習捐瞑‘辛諷唸を通して、f踪騎と成影送累斃弁有し、国武：適親た籾罪：公げるつ
認さとまつか冠抽励人と関わりがもて砧うしづ克痣姦安する。づロゲ祠逗の様芸↑酵誤信する。

（高っ干いさい99ラン滋夕 l •たのし く 元気に遊ぶ ⑭らゞ干とも＜生、蒼に必萎U習置＞ が＂や く●て避ぶ ⑭らゞ干ども＜費近な襲捜 ●●あろいしで笠ぶ ⇔らゞ干ともく人とC濶わり＞ ●つよい心とはでさぶ（学ぶ，千ビもくしなやr，．で償虞9ぷもっくり＞ 寡鯰青渾台憂宮 "‘9勺一



安心感

主体性 コミュニ
ケーション

5歳児の参観・協議等で学びや環境等を理解しておくことが有効

３．開発校区の成果

１年生スタートカリキュラムの改善
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子どもの実態と育てたい力

期間・時期

子どもの学び

具体的な活動・内容、環境・教材、教職員の指導・支援

「主な互恵性のある交流活動」「教職員連携」「家庭・地域連携」等
✤校区で必要な欄を設ける ✤参考資料を添付する

共に育てたい
子どもの姿

ねらい・目標

高松市「架け橋期のカリキュラム 」参考様式 （R7.2改訂）

３．開発校区の成果

校区の実情に合わせ
スモールステップで改善
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３．開発校区の成果

①全教職員で取り組む体制
・現職教育研修会に校区別会議を位置づける等、架け橋
期のカリキュラムを全教職員で理解できるようにする。

・小学校夏季休業中の保育参観の実施等、より多くの教
職員が参観できるようにする。

✤「地域の子どもを共に育てよう」という連携意識
✤架け橋期の学びと各学年との学びのながりを考える

（４）持続可能な連携・接続



３．開発校区の成果

②取組を共有し引き継がれる体制
・カリキュラムの改善の根拠や考え方等
取組の経緯が分かるように記録する。

・協議等の内容を「ドキュメンテーション」にし、回覧
したりコメントを書き込んだりしたものを、次年度の
教職員がいつでも見られるようにファイリングする。

✤担任が替わっても引き継がれる工夫・体制

（４）持続可能な連携・接続

＇ 
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３．開発校区の成果

③保護者や地域との連携
・学年便り、入学説明会、ホーム
ページ、地域の会等で「架け橋
プログラム」の取組や子どもの
育ち等を周知

✤架け橋プログラムの取組への関心
✤「校区の子どもを共に育てよう」

（４）持続可能な連携・接続

も‘v,..a



３．開発校区の成果 （R6.11月実施アンケート調査より）
ロ問 命 狡 区

_ • n への周
ロ即絞区 （令和6年 11月アンケート調査）

(116人）
％ 

B幼保小の子ども同士の交流活動

C幼保小の先生同士の交流

口幼保小の接続を意識した指導のエ夫

幼保小の接続を意識した自施骰のカリキュラム

F幼保小が協働して作成しているカリキュラム

〇幼保小の接饒に関する

H幼児・小学校教育の基本

ロロ
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３．開発校区の成果 （R6.11月実施アンケート調査より）

効 市全
□R6 (261人一
□R4 (12(i)人

ア幼保小の先生問の共通珊解

イ目標の明.,,

ウ実態の把握

（令和6年1,月アンケ一［卜調査

％ 

回

工 ，＇

3
 

土→’

幼保小の先生の接饒への意識向上

力幼児教育への理解の深まり

キ 小学校教育への理解の深まり

ク架け橋期のカリキュラムの~y,p-1 11., こ］

ケ幼保小の架け橋期の指埠の改善 コ

回
El 

と→’

3 7 

15 

゜
4[l n

3
 

゜



改善された学級の課題

■市内全校区
・研修会を通じて開発校区の取組が、他の校区へ広がり
始め「入学した１年生が、これまでより明るく元気に
学校生活を送れている。」という声が多くなった。

・令和６年７月末時点の１年生の不登校児童数は、前年
に比べ減少していることが分かった。

３．開発校区の成果 （R6.11月実施アンケート調査より）
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＜竺呵巳
0接続を見通し、各園 .. 
小学校で教育課程編成 ・・
詣導計回作＇威
・園日小学校での活：
・子 供の交流

の主七有

園

ふ

学

校

実
施
に
必
要
な
こ
と

0各園轡小学校での体諷
づ蚕携窓口の明確化
四自園 ・自校の先生への
意識啓発と•参画

），．．によ証ふ叫
• 0翠け橋躙のカリキュラム
■ 奔会議における験詞轡関奔 ■
■ ・方針の検祠・ 洪5こ問発への ■
■ 支埠 ,'•; - . -■ 
■ ・国による：架 け璃郎 の教育の賓 ■・保団の枠誼みとの 通艇罰始 ． ． （モデJい也域対象） ． 
■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

0翠け橋期のカリキュラムの
檎討賽闘奔•

・共這の扱点乞
討田開発

・人やものとのOOわり乞通じた学
び走路まえ .. 教材としての哀境
の共通性の理解
・子供の交流の推進

とに：内声の検

0幼保小闘の体制
・幼保小の合同会議の設
・相 互 の教育の内容や方法に
する理解の共有

貰lのカリキュラム
による賽施の検証

0幼礫小の協働寅施の体鑓
・幼保小の合同会議の充実
・相互の教育の内習や方法に
理解の深化

す る

の
掌

枠
文寸象

0持続的噸 【発展的な翠け
0翠け橋躙のカリキュラムの真 ヵリキュラム
輝噸板証 ，．拮続的 ・蹄底的な架け
・園 ，・小学校において教育課程編成 ，・ キュラム
詣尊計画作成屯実施 ，・検証 ，・人やものとの問わりを通じた宇び
・人やものとの閲わりを通じた学び乞 を踏まえ、教材としての哀境の活
踏まえ．、教材としての衷境の活用 用 の充実
・子 供の交流の充実（子供の声発的な ，．持 続的 ・蹄底的な子供の交流実施
交流等） （子鋲の声l蹄的な交流 等）

0持続可能な体制
・幼保小の合詞会哉の正
・相互の教育の内容や方法に
する理解の改善 • 発

躙の

期lのカリ

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ ． 
への支鰈 。鱗続に向けた支麺 ・o劫礫小の
施（幼麻小合同 へ ・研修の準這 研修教材の詞奔 ．r.研修の充実、研修教知の

ユニ如匹匹との 3).g・匹烹芦澪悶ご百や... 四・疇 ：己ポ芸こ盆芦
のコーディネー ・し 体との逹鯰コ ーデゃネ

■ 充実
．＿■-■-■-■-■-■-■-■-■-■-■-■-■-■-■-■-■-■-■-■-■-■-■-■-■-■-■-■-■-■-．． 

0繹続的噸
そ支樟の定筐

• 発，

印なmuaを支え

研 d

策の改
とOO係
コーディネー

教材の改

• 発ゅ
・M係団体
トの改―
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〇翠け橋 躙のカ リキュラム
発会議における検討・ 開発
．，方針の検甜 ・決定｀暉発への
支鯉
.,|国による架け橋期の教育の
保瞬の枠組みとの通携畔始
（モデ ル地域対象｝

0持続的・ 発展的な翠け
カ リキュ ラム

，． 持続的 • 発展的な架け
成。 キ ュラム
'・人やものとの問わり乞通じた宇

,.況s..::::t::え～ 教材としての哀境のう1

期lの力’

卿

小

学

校

フム

実
施
に
必
要
な
こ
と

蛾化への支攘
の実施（幼保小合同

研修等）
日声f台体内の

0翠け橋 躙のカ リキ ュ ラム
発会議による賽施の検証
．，実施状況の把振 ，・検証と支援
＝国による架け雛期の教育の・
保瞬の枠組みとの通携推進
（モデ ル地域対象｝

0持続的 ・発晨的な 架け橋 期の
カリキュラム闘発会議の運営

・ 方針の改望 →• 発展と支援
・固による架け橋期］の教育の質保―
の枠組みとの通欝強化（モデル地
．域；対象）

9年 ・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
〇 接続を見通し、各園 0架け橋 期のカ リキュラムの■ 架け橋 期のカリキュラムの真

芦’戸；c：：編の＇三喜詞叫麟疇呈
・0各直 小学函 句口＼ 0年西山の体醐 ■ 幼踪．，小の饂鋤冥施； ：韮臼彎い — ：田攣戸こ ；［臼攣塁譴謬塁［に
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■• 

自
治
体

員の

保苔町司との

〇幼保小の協働真 施の支緩
・研修の充実、研修教材の活用
• 実施上の＝ーズの把舞と支援
・園日小学校とOO係繹閲 ・OO係 団
体との追摸のコ ーディネー トの
充実

0摘籟l口向けた支援
・研修の推進、研修教材の開発
・四係機閲との通欝を深め、
蜘小学校と関係闘閑 ・関 係
団体との逐携のコ ーディネー ト

する

．匹底 l的な子供の交流実
自発的な交流等）

エー＇体御J
・幼保小の合詞会議の定宕
・相互の教育の内容や方法に
する理解の改医 • 発

0持 続 的 →発晨印な取組を支え
そ支 揖の定
・研修の改ヨ2 ロ
！・，蹄底

・必要な支観策の改
・函].,小学校と四係

との逓抵のコーディネ ー
発

研 1 教材の改

• 四係団体
トの改苧四

15 
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４．今後の展望
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〇 架け橋闊のカリキュラム
発会議における検討・開発・
釦方針の検甜 ・決定｀開発への
支鯉
釦［国による翠け謁期の教育の
保瞬の枠組みとの通携詞始
（モデ ル地域対象｝

■■■■■■■■■■■■■■■■■• 

し、各罠 0翠け橋期の土 リキュラムの
課糧編成 ・・ 検討警開発 ・

・共通の視点を王 とに内
甜 ・ 9

吟崖•

■■ 
を

躙の

卿

小
学
校

実
施
に
必
要
な
こ
と

． ． ． ． 
■■■■■ 

｀輝直化への~:~
＝研 修の実施（幼保 小 合同
研・修等）
＝声 ］台体内の
っ＝tニ

への検

0翠け橋闊のカ リキュラム
発会議に よる真施の検証
．，実施状況の把 振 ，・検証と支援
．9 |国による架け揺期の教育の
保 瞬 の 枠組みとの通携饂進
（モデル地域紺釦

0持続的 ・発晨的な架け橋 期の
カリキュラム闘発会議の運営
・方針の改望→発展と支援
• 国による架け橋期の教育の費保―
の 枠 組みとの通欝強化（モデ ル 地
．域対象）

0持続的 ・発展的な翠げ
ー．翠け檎躙のカ リキュラムの真 ヵ リキュ ラム
細 'I!杉 霞正 ，・持繊函 ・爽展的な深け
・園。小学校において教育課程編成。 キ ュ ラム
詣尊計画作成屯実施 ，・検証 ，・人やもの との問わり乞通じた字び
・人やも のとの閲わりを通じた学び乞 ．乞踏まえ 、教材として の覗境の活
踏まえ、教材としての環境の活用 用 の充実
・子供の交流の充実（子供の声発的な ，．持続的 ・蹄底的な子供の交流実施
交流等） （子 鋲の自奔的な交流等）

期lの カ リ

自
治
体

°ー ―—ー ・一ー→
・幼保小の合躊会哉の 設
・相 互 の 教育傭 内容や方法に
する理解傭 共有． ．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

への

係苔町司との

0攘続に向けた支攘
・研終の推進、研修教材の詞発
・四係機閲 との通摸を深め、
小 学校と関係機00■ 関 係

回体との達携のコーディネー ト

一幼保．，小の協働寅施の体鵠
・幼保小の合 同会頭の充実
・相互の教育の内習や方法に
理 解の深化

する

0幼保小の協働真施の支援
・研修の充実、研修教材の活用
• 実施上の＝ーズの把舞と支援
・園・ 小 学校と閲係機閑 ・関 係 団
体との通摸のコ ーディネー トの
充実

0持続可能な体制
・幼 保 小の合 詞会頭のコ
・相互の教育の内容や方法に
する理解の改医 • 発

0持続的 書発晨闘な取組を支え
る支揖の定

・ 研修の改吾 ，• 発，
―l.'蹄底

・ 必要な支匿策の改華 ，• 発
・ 園 ·， 小学校と閲係機関 • 四係団体
との速抵のコーディネー トの改筈 ・
発展 15' 

研 個教材の改
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〇 架け橋闊のカリキュラム
発会議における検討・開発・
釦方針の検甜 ・決定｀開発への
支鯉
釦［国による翠け謁期の教育の
保瞬の枠組みとの通携詞始
（モデ ル地域対象｝

■■■■■■■■■■■■■■■■■• 

し、各罠 0翠け橋期の土 リキュ ラムの
課糧編成 ・・ 検討警開発 ・

・共通の視点を王 とに内
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■■ 
を

0翠け橋闊のカ リキュラム
発会議に よる真施の検証
．，実施状況の把振 ，・検証と支援
．9 |国による架け揺期の教育の
保 瞬の枠組みとの通携饂進
（モデル地域紺釦

への検

0持続的 ・発晨的な架け橋 期の
カリキュラム闘発会議の運営
・方針の改望→発展と支援
• 国による架け橋期の教育の費保―
の 枠 組みとの通欝強化（モデ ル 地
．域対象）

実
施
に
必
要
な
こ
と

． ． ． ． 
■■■■■ 

｀輝直化への~:~
＝研修の実施（幼保 小 合同
研・修等）
＝声 ］台体内の
っ＝tニ

自
治
体

°ー ―—ー ・一ー→
・幼保小の合躊会哉の設
・相 互の教育傭 内容や方法に
する理解傭 共有． ．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

卿

小
学
校

への

係苔町司との

0攘続に向けた支攘
・研終の推進、研修教材の詞発
・四係機閲との通摸を深め、
小学校と関係機00■ 関 係

回体との達携のコーディネー ト

0幼保小の協働真施の支援
・研修の充実、研修教材の活用
• 実施上の＝ーズの把舞と支援
・園・小学校と閲係機閑 ・関 係 団
体との通摸のコ ーディネー トの
充実

0持続的 書発晨闘な取組を支え
る支揖の定

・ 研修の改吾 ，• 発，
―l.'蹄底

・ 必要な支匿策の改華 ，• 発
・ 園 ·， 小学校と閲係機関 • 四係団体
との速抵のコーディネ ー トの改筈 ・
発展 15' 

研個教材の改



▷持続的・発展的な架け橋期のカリキュラム開発会議の運営
・推進校区の取組 ・教材開発

▷「高松っ子の学びをつなぐStep Guide Book」の活用
・各種研修会 ・家庭や地域との共有

▷校区の実態に即したコーディネートの充実
・コーディネーターの派遣や養成

▷関係部局・団体との連携強化
・０歳から１８歳までの連携・接続

４．今後の展望
----------------------------------------------------------------------------

----------------------------------------------------------------------------



気軽に対話
子どもの学びの共有

校区の実態に即した
カリキュラムへ

スモール
ステップで！

◇ みんなでつなごっ
萬松っ子の学び

「子どもの学びをつなく‘‘」 StepGuide Book 
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気軽に対話
子どもの学びの共有

校区の実態に即した
カリキュラムへ

スモール
ステップで！

◇ みんなでつなごう
高松っ子の学び
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